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1Q減益は事前想定通り、中計達成に向けて戦略投資

ナレルグループ <9163> は 3 月 13 日、2026 年 10 月期第 1 四半期（1Q）決算を発表している。中期経営計画

の達成に向けた戦略投資の実施で減益という事前アナウンス通りの方向性となった。なお、同社は技術者派遣企

業グループ。2008 年設立の（株）ワールドコーポレーションを中核とし、未経験の若手人材を採用・育成して

建設現場へ派遣する建設ソリューション事業と、IT エンジニア派遣を行う IT ソリューション事業を展開してい

る。建設業界の「人材不足」と「生産性向上」という課題に対し、施工管理技術者の派遣に加え、現場のデジタ

ル化を支援する建設 DX や、全国で 3 団体のみが許可を持つ職人（技能労働者）の有料職業紹介など、独自性

のあるビジネスをてがける。新中期経営計画「Change and Growth 2030」の下、プロ人材の育成・派遣とテ

クノロジーを融合させた高付加価値化を推進。

1Qの減益は事前アナウンス通り、下期以降に収益性が改善する見通し

1. 2026 年 10 月期 1Q 決算の概要

3 月 13 日に発表された第 1 四半期（1Q）決算は、売上収益で前年同期比 6.5% 増の 6,276 百万円、営業利益

で同 19.6% 減の 724 百万円となった。採用投資および営業体制強化に伴う戦略投資を実施しており、事前アナ

ウンス通りの方向性となるが、実績は計画を上回る着地となった（営業利益 507 百万円 724 百万円）。将来の

単価上昇や DX 展開を見据えた戦略投資であり、構造的収益力の低下ではなく、中長期の売上成長基盤を構築す

る局面となる。

2. 2026 年 10 月期の業績見通し

2026 年 10 月期の連結業績は、売上収益が前期比 21.1% 増の 29,250 百万円、営業利益が同 6.5% 増の 3,010

百万円と増収増益の計画である。中期経営計画の初年度として、営業・採用部門の人員増強といった成長投資を

先行させるため、上期は利益の伸びが抑制されるものの、稼働率改善に伴い売上成長が下期以降に顕在化する見

通しだ。計画達成に向けては、稼働率の改善を進めており、営業体制の強化、営業エリアの広域化や建設 DX の

強化を図る。
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今来期の投資局面を経て、2030年 10月期の営業利益は50億円へ

3. 中長期の成長戦略と株主還元

新中期経営計画「Change and Growth 2030」（2026 年 10 月期～ 2030 年 10 月期）では、「人材とテクノロ

ジーの両輪で建設業界の未来を支える」ことを基本方針としている。また、建設業界の課題である人材不足と生

産性向上に対し、コア事業の強化に加え、建設 DX や職人紹介事業の拡大を推進する計画である。最終年度であ

る 2030 年 10 月期に売上収益 50,000 百万円、営業利益 5,000 百万円、ROE20% 以上、技術者数 8,000 人と

いう定量目標を掲げている。計画前半を成長基盤の構築期として投資を優先し、後半で収益性向上・成長加速に

取り組む。本計画はオーガニック成長のみで構成されているが、M&A も積極的に検討するほか、中期経営計画

期間中は減配しないとするなど株主還元の姿勢を示している。配当利回りは 5% 近い。なお、足もとでは建設業

界中心の DX コンサルティングをてがける Arent<5254> と、実装型建設 DX モデルの戦略的拡張で業務提携を

発表している。同社グループの伴走型建設 DX 人材がプロダクトの現場浸透を担い、実装現場で得られた知見を

Arent 開発チームへフィードバックすることで、プロダクト改善につなげるナレッジ循環モデルを構築する。

4. 株価

中計達成のための施策は緒に就いたばかりであり、今後は稼働率の向上（1Q93.8% 上期 92% 台 2026 年 10 月

期 93.8%）、退職率（1Q32.8% 2026 年 10 月期 27.9%）、現在のところ初期導入フェーズである DX・BPO 関

連売上（2030 年 10 月期の売上高に占める割合 20%）などの進捗を確認することになる。達成が視野に入ると、

中計最終年度の PER15 倍、時価総額 450 億円程度は見えてくることになろう（現在 203 億円）。

Key Points

・先端技術を基盤としてDX支援を多面的に展開
・2026 年 10 月期は先行投資が利益面を圧迫するものの、好調な事業環境を背景に増益を確保
・2030 年 10 月期に向けたさらなる成長（営業利益 15%成長→ 30%以上の成長）を目指す
・中計達成が視野に入った場合の時価総額は 450 億円超が試算される
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